
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 求められる教員の資質能力 
Ⅰ 期待に応える教職

員を目指して 
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京都府の教員に必要

な５つの力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育基本法は、我々日本国民の願いを「たゆまぬ努力によって築いてきた

民主的で文化的な国家を更に発展させるとともに、世界の平和と人類の福祉

の向上に貢献すること」と示し、この理想を実現するために「個人の尊厳を

重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を

備えた人間の育成を期するとともに、伝統を継承し、新しい文化の創造を目

指す教育を推進する」（教基法前文）ことを定めている。教基法第９条では、

「教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その

職責の遂行に努めなければならない。」と定めている。教員は、教基法の理

念に則り、常に自ら資質能力の向上に努めていかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 求められる京都府の

教員像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府教員等の資質

能力の向上に関する

指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心がけのススメ 

 

児童生徒の変化に「気づく力」 

 

児童生徒の可能性を「伸ばす力」 

 

自らを高め、新たな課題に「挑戦する力」 

 

学校内外の多様な人材と「つながる力」 

 

広い視野で未来を「展望する力」 

 

京都府教育委員会では、どのような資質能力が必要とされているかを具体

的に捉えることができるよう、「京都府教員等の資質能力の向上に関する指

標」を平成30年３月に策定した。この指標では、「基本的資質能力」、「人

権」、「学習指導」、「生徒指導」、「マネジメント」、「チーム学校」、「京

都ならではの教育」の７つの観点とそれぞれの観点ごとの主な要素、教員等

が計画的にキャリアアップを図っていけるよう、５つのステージと目安とな

る採用後の経験年数を設定している。 

教員等の資質の向上を図ることは、児童生徒等の教育を充実することに他

ならない。児童生徒等の学びと教員等の学びは相似形となることが重要であ

り、個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じて、「主体的・対話的で深

い学び」を実現することは、児童生徒等の学びのみならず、教員等の学びに

もまた求められており、教員等の学びが児童生徒等の学びのロールモデルと

なることが期待される。 

令和５年３月の改定では、教員等が担う役割が高度に専門的であることを

改めて示した。また、研修等を通じて教員等の資質能力の向上を図る際の目

安として、教職キャリア全体を俯瞰しつつ、自らが位置する段階に応じてさ

らに高度な段階を目指す手掛かりとなるものであり、効果的・継続的な学び

に結び付ける意欲を喚起する体系として整理した。 

京都府の教員等一人一人は、本指標を踏まえ、計画的かつ効果的に資質能

力の向上に向けて取り組むことが期待されている。 

 

京都府総合教育センターでは、教職員である以前に社会人として自覚ある

行動がとれるよう「心がけのススメ～新しく教職員になる皆さんへ～」を、

本書の別冊として作成している。 
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